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な状態を 1 点、ある程度の指導が必要な状態を 2 点、指導を必要としない状態を 3 点、他者の模範にな
る状態を 4 点とした。CEPT は先行研究により、自己評価、他者評価（指導者評価）ともに中等度から高
い検者内信頼性が確認されている。調査対象は、21 の医療施設に所属する理学療法士とし、資格取得後
の経験年数が 3 年未満の職員（以下：被指導者）と、経験年数が 3 年以上で、他者を指導する立場にあ
る職員（以下：指導者）とし、被指導者は自己評価を、指導者は被指導者に対する他者評価を実施した。
53 項目以外に、全般的な能力評価として、被指導者が理学療法士としてどの程度自立しているかに関し











対象者数は、被指導者 278 名、指導者 119 名であった。平均経験期間(標準偏差)は、被指導者 1.4(0.9)
年、指導者 7.1(2.7)年であった。CEPT の平均合計点数(標準偏差)は被指導者 126.3 (20.9)点、指導者は
137.8 点 (23.2)であった。Cronbach のα係数は、被指導者 0.96、指導者 0.97 であった。評価表の合計
点数と、経験期間の相関係数は、被指導者で 0.33、指導者で 0.46 であった。評価表の合計点数と、VAS
の相関係数は、被指導者で 0.83、指導者で 0.87 であった。因子分析の結果は、因子数はスクリープロッ













ら CEPT の評価する理学療法士の能力を十分説明しており、CEPT は因子妥当性があると考える。CEPT が
妥当であるかについての質問は、9割以上が妥当であると回答していた。以上の結果および先行研究の結
果から、CEPT は同一評価者であれば信頼性および妥当性があると考えられ、経験年数の浅い理学療法士
の臨床能力評価に十分使用可能な評価尺度であることが示唆された。 
